
第29回

発表：藤室 玲治 特任准教授（日本近現代史）

江口 怜 特任助教（日本教育史、人権教育）

課外・ボランティア活動支援センター

課外・ボランティア活動支援から、人権と
多様性が尊重されるキャンパス空間の創出へ

6月8日 （水） 12:10〜12:50
（４０分間：発表25分、質疑応答15分）

東北大学川内北キャンパス
川北合同研究棟 １０1ラウンジ

国立大学での「課外活動」や「ボランティア活動」への支援は、「支
援」と称しているものの、実際には管理規制やクレーム対応であること
がほとんどです。課外・ボランティア活動への教育的な関与は、熱心な
教職員の個人的な努力に留まってしまうのが現状です。高教機構の中に
ある「課外・ボランティア活動支援センター」としては、こうした現状
を打破し、他大学にとってもモデルとなる、学生を真の意味でエンパ
ワーしつづける、持続可能な学生支援体制とプログラムを開発・実践す
ることが課されています。
そこで今回は、熊本地震への支援活動や6年目を迎えた東日本大震災の

被災地での学生ボランティア活動の課題について報告した上で、セン
ターに新たに着任した江口特任助教から、課外・ボランティア活動の支
援を通しての人権教育の可能性についてお話していただきます。学生が
自分の人権感覚を鍛え、多様性を尊重するキャンパス空間を創出する主
体へと育っていく、そのプロセスに教職員はどのように関わるのか？
みなさんと一緒に考えていければと思います。
。 問い合わせ先：

学際融合教育推進センター 中川 学
E-mail： manabun@m.tohoku.ac.jp

高度教養教育・学生支援機構
Institute for Excellence in Higher Education


	スライド番号 1

